
学会行事 
 

学会奨励賞 

第2回 日本社会関連会計学会奨励賞は，審査の

結果，下記の論文が選ばれました。 

 

黒木 淳氏 

「社会福祉法人に関する情報開示制度の有効性

－６法人へのインタビュー調査から」『社会関

連会計研究』第24号所収 

 

＜授賞理由＞ 

 本論文は，社会福祉法人について，社会福祉

基礎構造改革により制度化された情報開示制度

について，利用者のサービスに選択に資すると

いう目的に適っているかという観点から，イン

タビュー調査を行い，その有効性を検証してい

る。 

 本論文では，情報開示制度が効率性に関して

は一定の成果をもたらしたとする。と同時に，

それはサービス利用者による有効性の評価には

役立っていないことを示しており，この制度の

課題を明らかにしている。 

なお，当該論文のインタビュー実施期間は，

平成24年1月～2月であるが，平成24年度4月１

日より適用される新社会福祉法人会計基準によ

る会計制度の一元化・企業会計化がもたらす，

さらなる有効性の検証，従前との変化の解明等

については，今後の研究に待ちたい。また，今

回の研究は６法人へのインタビュー調査にとど

まるが，今後これを拡張し，一層の発展と集大

成を期待したい。その将来の発展性を含めて奨

励賞にあたいすると判断された。

第27回年次大会 

2014（平成26）年10月4日（土）～10月5日（日） 

会場：関西大学 

大会準備委員長：水野一郎（関西大学） 

 

第1日：10月4日（土） 

11：00～12：30 理事会（第1特別会議室） 

12：00～ 受付（エントランス） 

12：50～13：40 会員総会（ホール1） 

【スタディ・グループ中間報告】（ホール1） 

13：45～14：20 （報告25分・質疑応答10分） 

司会：郡司 健（大阪学院大学） 

研究代表者：水野一郎（関西大学） 

 「付加価値会計の総合的研究」 

 

【自由論題報告】各報告25分・質疑応答10分 

 

＜第1会場＞（第1会議室） 

司会：大原昌明（北星学園大学） 

14：30～15：05 第1報告 

野口豊嗣（神戸大学大学院博士後期課程） 

 「日本におけるステークホルダー・エンゲ

ージメントの現状：アンケート調査結果

の分析から」 

15：05～15：40 第2報告 

金 宰弘（神戸大学大学院博士後期課程） 

 「サステナビリティ・マネジメント・コン

トロール・システム研究の展開と展望」 

 

司会：宮地晃輔（長崎県立大学） 

15：45～16：20 第3報告 

鈴木 新（就実大学） 

 「原価企画研究の動向と課題」 
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学会行事 16：20～16：55 第4報告 

土井聡恵（公認会計士・税理士，愛知工業大

学大学院博士後期課程） 

 「損害賠償実務におけるIFRICS号の適用：      

メキシコ湾岸原油流出事故を題材として」 

 

 司会：菊谷正人（法政大学） 

17：00～17：35 第5報告 

中尾悠利子（鳥取環境大学） 

 「環境社会報告の記述的表現に関する現状

と課題」 

17：35～18：10 第6報告 

阪 智香（関西学院大学）・野田昭宏（滋賀大学） 

 「東アジアにおけるCSR情報開示」 

 

＜第2会場＞（第2会議室） 

司会：坂上 学（法政大学） 

14：30～15：05 第1報告 

中澤優介（神戸大学大学院博士後期課程） 

 「多元的業績評価の可能性：アカウンタビ

リティの視点から」 

15：05～15：40 第2報告 

黒木 淳（大阪市立大学） 

 「なぜ社会福祉法人は剰余金を留保するの

か？―内部留保の決定要因分析―」 

 

 司会：上妻義直（上智大学） 

15：45～16：20 第3報告 

古市承治（福岡国税局）・徐 陽（長崎大学） 

 「公営企業会計と税制」 

16：20～16：55 第4報告 

村井秀樹（日本大学） 

 「統合報告書における自然資本概念の導入

と課題」 

司会：中嶌道靖（関西大学） 

17：00～17：35 第5報告 

宮崎修行（国際基督教大学） 

 「シュマーレンバッハと社会会計：ドイツ

の経済，経営，会計の関係性の文脈にお

いて」 

 

18：20～19：50 懇親会（100周年記念会館 

レストラン紫紺） 

 

第2日：10月5日（日） 

【記念講演】10：00～10：40（ホール1） 

司会：水野一郎（関西大学） 

講演者：謝 志華（北京工商大学副学長・教授） 

 「会計と幸福」 

 

【統一論題報告】10：50～12：20（ホール1） 

テーマ：「幸福の会計学を目指して：社会関連

会計の可能性」 

司会：梶浦昭友（関西学院大学） 

10：50～11：20 平岡秀福（創価大学） 

「統合報告と価値創造の人間主義経営」 

11：20～11：50 冨増和彦（愛知大学） 

「環境会計と付加価値会計：環境コストは幸福

の指標か？」 

11：50～12：20 辻本健二（関西生産性本部） 

「生産性経営論」 

12：20～13：30 昼食休憩 

13：30～15：00【統一論題ディスカッション】 
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東日本部会 

2014（平成26）年7月5日（土） 

会場：上智大学 

大会準備委員長：上妻義直（上智大学） 

 

司会：堀江美保（㈱サステナビリティ会計事務所） 

13：30～14：10 第1報告 

朴 星浩（拓殖大学大学院博士後期課程） 

 「ストック型環境会計システムの必要性と

その在り方について」 

14：15～14：55 第2報告 

筑波由美子（亜細亜大学大学院博士後期課程） 

 「統合報告における排出権に関する一考察」 

 

休憩15分 

 

司会：宮崎修行（国際基督教大学） 

15：10～15：50 第3報告 

小津稚加子（九州大学大学院） 

 「国立博物館の収益構造と成果指標の国際

比較」 

15：55～16：35 第4報告 

古庄 修（日本大学） 

 「統合報告の制度化と開示フレームワーク

の形成：南アフリカにおける経緯と動向

をふまえて」 

 

17：00～19：00 懇親会（アビアン＆サブニール） 

 

西日本部会 

2014（平成26）年6月28日（土） 

会場：広島経済大学 

大会準備委員長：岡田 斎（広島経済大学）

司会：向山敦夫（大阪市立大学） 

14：05～14：40 第1報告 

増子和起（神戸大学大学院経営学研究科博士

後期課程） 

 「アカウンタビリティの脱構築：自己と他

者の視点から」 

14：45～15：20 第2報告 

藤近雅彦（滋賀県立大学） 

 「日本企業の社会課題適応マネジメント」 

 

休憩20分 

 

司会：水野一郎（関西大学） 

15：40～16：15 第3報告 

金 宰弘（神戸大学大学院経営学研究科博士

後期課程） 

 「韓国製造業におけるマテリアルフローコ

スト会計の継続的適用に向けて：その課

題と克服」 

16：20～16：55 第4報告 

東田 明（名城大学）・北田皓嗣（法政大学） 

 「戦略における環境と経済の統合とマネジ

メントコントロールシステム」 

 

16：55～17：00 閉会の挨拶 
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